
【レース回顧】　　１着③ノブノビスケッツ はいつものように馬場乗せ。1400㍍で朝から速い時
計が出ていただけに条件面では不利。ただ、他馬が外を回ったのもあるが、中位から内々を上手
く上り４角で前がパックリ開く。すかさずそこを狙って速度を落とす事なく直線へ入ると、並ぶ
こともなく逃げ切り狙う⑩アリアージュを抜き去る。ゴールでは後続に４馬身差の快勝劇だった
２着⑧ハクサンバード は控え向正外から外をジワジワ進出。４角で少し苦しい場面もあったが、
直線向いてからしっかり伸びた　　３着⑩アリアージュ は好発から楽に２番手。２角から先頭
に立ち３～４角で後続を離したが、勝ち馬の伸び脚が違いすぎた　　４着①ダイヤモンドライン 
は不利な1400㍍で高速馬場。先団が崩れるのを期待するしかなかった？　後半外から詰めたが
すでに大勢は決していた　　５着⑤マリンデュンデュン は外の馬が速く好位で溜める作戦に変
更。３角すぎ外に出しひと脚見せたが、さすがに直線は展開と久々が堪えて伸びあぐねた。

ＨＫＫ特選・回顧録
５月 ・ 北日本新聞杯以来の主役

成長を見せたノブノビスケッツ

②ボストンコモン　高橋俊厩舎

第67 回　　ＭＲＯ金賞

⑩アリアージュ　加藤和厩舎

③ノブノビスケッツ　加藤和厩舎

勝利騎手インタビュー
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⑧ハクサンバード　加藤義厩舎

①ダイヤモンドライン　佐藤厩舎 ④マリンデュンデュン　 金田厩舎

⑥リュウノレッドアイ　加藤義厩舎 ⑤ピンクビジョン　加藤和厩舎 ⑦ミオソフィア　　中川厩舎 ⑨バンディート　　井樋厩舎
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記念撮影

光輝くゴールはすぐそこ

https://www.keiba.go.jp/KeibaWeb/TodayRaceInfo/RaceMarkTable?k_raceDate=2023%2f10%2f15&k_raceNo=11&k_babaCode=22

